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1 .はじめに

文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「セム系部族社会の形成ーユーフラテス河中流域

ピシュリ山系の総合的研究」は，世界四大文明の一つであるメソポタミア文明の主要地点で

あるイラクの混乱の現状を考慮、して，シリア国中央部でユーフラテス河に沿って河南一帯の

砂漠を構成するピシュリ山系に散在する遺跡を主たる調査区域として，平成17 (2005) 年度

から開始された.この特定領域研究の計画研究班のーっとして， r環境地質学，環境化学; 14C 

年代測定にもとづくユーフラテス河中流域の環境変遷史」の研究が，星野光雄名古屋大学環

境学研究科教授を代表者，田中 剛(名大環境学研究科) ，中村俊夫(名大年測センター)，

吉田英一(名大博物館) ，脊藤 毅(名城大理工学部) ，束田和弘(名大博物館) ，桂田祐介(名

大学生相談総合センター)を研究分担者として開始された.この研究において我々が分担す

る項目の一つは，加速器質量分析 (AMS) による 14C年代測定により， (1)Tell Ghanem al-Ali 遺

跡およびその周辺から発掘される遺跡遺物試料の 14C年代を用いて同遺跡の編年を構築する，

(2)ユーフラテス河沿いの河岸段丘の形成の編年を確立することにより， Tell Ghanem al-Ali 遺

跡の成り立ち，自然環境との関わりを探ることである.

中近東地域の政情不安から調査地区の選定が遅れ，研究の主体である考古学研究者(研究

代表者:大沼克彦国士舘大学イラク古代文化研究所教授)により調査地点として選ばれたの

は，シリア国のユーフラテス河沿いの Raqqa 周辺である. Raqqa の現在の人口は 18.7 万人で

ある。現在の Raqqa はほこりっぽい町で観光の魅力もあまり無い.しかし， 8・9 世紀にかけ

ては，バグダッドを首都としたイスラム帝国 (AD750・ 1258) のカリフ Haroun ar-Rashid 

(AD786-809)の避暑地として栄えた千夜一夜物語」にその記載があるという. AD1260 年

にモンゴ、ル軍襲来により町が消えてしまったとされる.この特定領域研究の考古学研究者が

シリアの古文化財や博物館を管理統括する“文化庁"と調査許可について折衝を行い，この

調査に許可がおりて， Raqqa 周辺の現地考古学調査が開始されたのは 2007 年 2 月 5 日であ
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る.それ以前の 2005 年 11 幽 12 月に，考古学研究者と共に自然科学研究班でも現地調査を計

画したが，シリア側の調査受け入れ態勢の不備などの問題もあり，我々自然科学研究班によ

る調査が実際に実現したのは 2007 年 3 月 9~16 日であった. Raqqa からユーフラテス河を

約 60km 下った川沿いで，平地より 10m 程度小高くなったli (TeII)を造って互いに約 10km

離れて存在する 2 つの遺跡， Tell Hammadin と Tell Ghamen alAli の調査を行った.また，

この遺跡の南に展開されるヒ守シュリ山系の地質・地形発達の調査を実施した.このピシュリ

山系では，フリントと称される石器の石材が採れ(ビール・スパイ) ，またアスフアルトが大

規模に露出している.これらの調査成果は，本特定領域研究のニュースレターに掲載されて

いる(桂田， 2007; 束田ほか 2008) ので，参照して頂きたい.ここでは，調査した遺跡の

一つで、ある Tell Ghamen al Ali 及びその周辺から採取された考古学的・地形学的な遺物につ

いて実施した年代測定の結果を報告する.

2. 現地調査と年代測定試料採取の経緯

当班では 2007 年 3 月に，始めて Tell Hammadìn 遺跡と Tell Ghanem al-Alì 遺跡(図 1 )を

訪問し，両遺跡にて簡単な試料採取を行った(中村ほか， 2009). 引き続き 2007 年 11 月に，

全班員による本格的な現地調査を実施し， Tell Ghanem al-Alì 遺跡から炭化物試料を収集した.

またこの際に，遺跡周縁地域のユーフラテス川沿いの地形・地質調査を行い，最低位の段li ，

さらに上位の段正堆積物から，段丘形成を知る手がかりになると思われる炭化物試料を採取

した. 2008 年 3 月及び 5 月には， Tell Ghanem al-Alì 遺跡の隣に建設中の羊飼料工場敷地内

の路頭に見られる炭化物層から，炭化物試料を収集した(図 2) .これらの試料について，炭

素同位体比(l4cPc ， 13C/12C 比)の測定を，名古屋大学のタンデトロン加速器質量分析計を

用いて行った (Nakamura et al., 2004). 
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図 1 シリアのユーフラテス河沿いに位置する Raqqa と TeJl Hammadin, Tell Ghamen 

al-Alì 遺跡の位置図



名古屋大学加速器質量分析計業績報告書，XX，2009.03

Cut 肘c1 1υn2

s ぷ

刑事~ー~一一一一一一一一~一一一一一一一一
C , : Charc:oal 
C心 mlJdc<Y明talníng cha陀üal
(J:;": 侔avcls <� :5-IOcm. round) modc悶tcly sortcd 
G~ : Gnlvcls 骨 :2-5cm‘ round町 poorly 80rted 

1 6λGruvc1s 酔屯 0.5随5cm、 disk.由odcralcly sortcd 
G" : Gravcls <ﾌl :0.5・Scm. disk.拙odcraldy 帥rtcd
G、 :0岡山1.ψ1-3cm‘刊.und. 附11 .0巾d
s;: <削ds containin書事抑制由g
S; : finc sand with oraugc mud 
s込・ lightornngc 1inc sand 
S, : datk むlIy ，and
S! ; ch(lcolatc fine 蝿nd(刷uldy)
Sb: chocola.te fiue sand 駮nlain�g pebbles 

0', S. : dntk 別Ity叩sand

九 datk fìne 闘nd
踊 S， : d.rk l�e sand (曲uddy) 制Ih pOllery .. 
m剖er S ,,,: dark ,..d wﾎth cha向。.1. c.lcitc 叩OtS T 

S!j: -dark n隅凶nd (muddy) witlI油田山叫 1 
S!l: dark sand whh gy開問、凶Icite SPQI等
CI 、守hiie day.y-s�t 

"・L吋州 2

告す

一一一九\，tC'{SH・9) 叫aðS0104

‘-一

• 1-1 

蜘-I-X

• 1.9 

• '.10 

r'.ll 

図 2 14C 年代測定のための，羊飼料工場内の路頭における木炭・木片試料の採取層準

左:路頭西壁面，右:路頭プール面

3. 名古屋大学タンデトロン加速器質量分析計による 14C 年代測定及びその結果

3 -1 .年代測定

今回年代測定を実施した試料を表 1 に示す.試料物質としては，炭化した樹木や草本類，

木片，有機質土壌である.いずれの資料もプラスチックバッグに入れられ 14C 年代測定の

ために名古屋大学に送付された。

炭化物や木片試料を蒸留水に浸して超音波洗浄して汚れを取り除いたあと、試料が埋まっ

ていた聞に付着した可能性のある，有機態や無機態の炭素含有物からなる不純物を除去する

ために， 1.2 規定塩酸， 1.2 規定水酸化ナトリウム，さらには規定塩酸による化学的洗浄(し、

ずれも 800C程度に加熱)を，それぞれ数日聞かけて行った.土壌試料は，水酸化ナトリウム

水溶液による処理は省いた.洗浄のあと、炭化物の細片の約 6mg を燃焼して二酸化炭素に変

え、さらにこれを，鉄触媒を用いて水素で還元してグラファイトに変えた.

試料から得たグラファイト及びシュウ酸(l4c 濃度標準体、 HOxII) (中村，2003) を処理し

て得たグラファイトについて、名古屋大学のタンデトロン加速器質量分析計を用いて 14C 年

代測定を行った.タンデトロン分析計では 14C 、 13C 及び 12C が測定される。同分析計を用

いて得られた炭素安定同位体比 13C/12C を用いて同位体分別の補正を行ったのち，試料の 14C

年代値 (conventional 14C age: 同位体分別補正 14C 年代)を算出した(中村， 2001; 2003). 14C 

の半減期としては，国際的な慣例に従って， Libby の半減期 5568 年を用いた 14C 年代値は，

西暦 1950 年から遡った年数として与えられる.誤差は one sigma (::t 1σ; 1 標準偏差)を示
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した.得られた同位体分別補正 14C 年代を IntCa104 data set (Reimer et al., 2004) および較

正プログラム(CALIB Rev. 5.0.1 , Stuiver and Reimer, 1993)を用いて暦年代に較正した(中村，

2001;2003). 

3 -1. 遺跡の 14C 年代

14C 年代測定結果を表 1 に示す 14C 年代，較正暦年代の誤差は，共に 1 標準偏差の範囲で

示した.

番号3~9 の試料が Tell Ghanem al-Ali遺跡の square-l ピットから採取された木炭片である.

このうち，番号 5試料は他と比べてやや古いが，他の 5 点の 14C 年代は， 4000~4100BP の範

囲で良く一致している.暦年代では 2850~2500 cal BP に相当する.

番号 11 ~19 の試料は，羊飼料工場敷地内の路頭から採取された木炭片である.誤差が大き

い番号 11 試料を除くと， 7 点の 14C 年代は， 4000~4100BP の範囲で良く一致している.暦年

代では 2850・2500 cal BP に相当する.これらのことから， Tell Ghanem al-Ali 遺跡でこれまで

発掘された生活層は，暦年代で 2850~2500 cal BP であると結論される.紀元前 3 千年紀の前

半部にあたる 14C 年代測定によるこの結論は， Tell Ghanem al-Ali 遺跡において採取されて

いる土器から推定される遺跡の年代が前期青銅器時代 (EB-IIIb; 暦年代で 2500~2350 cal BC 

とされる)に対応されていることとは調和的ではない;すなわち 14C 年代測定による結果

が，約 150~350 年古いことになる.この食い違いについては，三つの説明が考えられる. (1) 

図 3 に示されるように， IntCa104 較正データがデコボコしているため，推定される較正暦年

代の範囲が 14C 年代測定の誤差に比べて大きく広がヮていることがわかる.特に，較正年

代で 2800~2900 cal BP に図 3 に見られるような谷があり，このため古い方の較正年代の幅が

広がることになる.また， (2)年代測定に用いられた試料は木炭であり，仮に樹齢が大きい太

い樹木を燃料などに用いたとすれば，年輪のより内側の木部が炭化物として残れば，燃料と

して使用した年代よりも古い 14C 年代が得られる可能性がある. しかし，独立に測定した多

くの試料で年代が良く一致していることから，この説明では難しい.今後は， EB-IIIb 層の上

下層からも試料を採取して更に検討を進めたい.

2007 年 3 月に Tell Hammadin 遺跡の盗掘によると思われる坑の断面(高さ 135cm) におい

て、土器片に混ざって、明らかに火によって焼けて出来たと思われる炭化物層(地表から約

55cm の深さ)から採取した木炭片，および坑の断面を整形した際に床面に落下した木炭片(相

違は確定できず)の 2 点について， 3963 土 34BP ， 3915 :t 35BP の 14C 年代が得られたことを既

に報告した.その較正暦年代は， 1 標準偏差の範囲で 2570・2460 cal BC, 2470・2350 cal BP と得

られ， Tell Ghanem al-Ali 遺跡より若干若めの年代が得られている.

試料番号 1 ， 2 は， Square-l の発掘担当者である東京大学の故木内智康氏が遺跡発掘におい

て採取した塊状のアスフアルトである.両試料は，発掘された遺跡の積み石の隙間を塞ぐよ

うにして挿入してあったものが採取されたとされる.これらのアスフアルトの年代は， Tell 

Ghanem al-Ali 遺跡表層部の生活跡の年代よりもずっと古い年代を示している. Tell Ghanem 

al-Ali 遺跡の南方約 5km の地点には天然アスフアルトが多量に産出する路頭が広がっており，

また，現在，両遺跡の近傍を走る基幹道路沿いにも小規模のアスフアルト路頭が見られてい

る.これらのアスフアルトが，前期青銅器時代にどのように利用されていたのか今後検討す

る必要がある.
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表 1 シリア テル・ガーネム・アル・アリ遺跡から採取された炭化物・アスフアルト状資料の年代

番 資料番号 資料物 採取日 採取場所 �13C 14C age** 較正暦年代*** Lab 岸

号 質 * (BP) (l a , %) (NUT 

(%0) A2・)

テル・ガーネム・アル・アリ遺跡

GHA07・1 Bitumen 2007/08/22 Squarel , -28.7 >44,910 . 13539 

(アス 採取者:木 BasketNo.20 

ファノレ 内

ト)

2 GHA07-4 炭化物 2007/08/21 Square2, -30.0 29,560 . 13100 

BS-TGA 採取者:木 BasketNo.4 :t140 

内

3 GHA07-2 炭化物 2007/08/23 Squar巴 1 ， -25.9 4019:t28 2572 ・ 2548 cal BC (34.5%) 13542 

(MH・07082 採取者:星 Level2ラ 2539 ・ 2511 calBC (42.8%) 

3 ・06) 野 床面より 2505 ・ 2489 cal BC (22.7%) 

4 GHA07・3 炭化物 2007/08127 Squ紅el ， -26.8 400l:t30 2567 ・ 2522 cal BC (70.0%) 13099 

(MH開07082 採取者:星 Level2; 2497 ・ 2477 cal BC (30.0%) 

7・03) 野 西壁面より

5 GHA07・7 炭化物 2007/11117 d=Ocm -30.3 4221:t30 2894 ・ 2866 cal BC (52.3%) 13538 

採取者:星 2804 ・ 2774 cal BC (39.6%) 

野 2770 ・ 2762 cal BC (8.1 %) 

6 GHA07-12 木炭 2007111111 Squarel -27.4 4055:t31 2827 ・ 2825 cal BC (2.0%) 13103 

34 採取者:中 南&西壁よ 2624 ・ 2565 cal BC (63.2%) 

キナ り採取 2532 ・ 2495 cal BC (34.8%) 

7 TGAA-l 木炭 2008/05/01 Squarel , 西 -25.5 4095:t29 2837 ・ 2815 cal BC (19.4%) 13080 

採取者:中 墜，深度: 2673 ・ 2578 cal BC (80 目6%)

キナ 70cm 

8 TGAA・2 木炭 2008/05/01 Squarel , 西 -23.1 4107:t29 2848 ・ 28日 cal BC (25.7%) 13083 I 

採取者:中 壁，深度: 2739 ・ 2730 cal BC (5.2%) 

キナ 60cm 2693 ・ 2688 cal BC (2.4%) 

2679 ・ 2617 calBC (49.1%) 

2610 ・ 2581 cal BC (17.6%) 

9 TGAA-3 木炭 2008/05/01 Squarel , 南 -26.8 4048:t32 2620 ・ 2563 cal BC (56.1 %) 13084 

採取者:中 墜，深度: 2534 ・ 2493 cal BC (43.9%) 

キナ 60cm 

テル・ガーネム・アル・アリ遺跡横の羊飼料加工工場建設敷地内路頭

10 SF-SHl 木炭片 2008/05/1 路頭西壁面 未測定

(最上層)

11 SF-SH2 木炭片 2008/05/01 路頭西壁面 -27.6 4478:t114 3350 ・ 3077 cal BC (85.4%) 13110 

採取者:中 (中層) 3073 ・ 3024 cal BC (14.6%) 

村

12 SF・SH3 木炭片 2008/05/01 路頭西壁面 -23.8 4036:t30 2616 ・ 2614 calBC (I.5%) 13378 

採取者:中 (最上層) 2580 ・ 2549 cal BC (35.2%) 

本ナ 2538 ・ 2490calBC (63.3%) 

13 SF-SH4 木炭 2008/05/01 路頭西壁面 -24.4 4114:t35 2856 -2812 cal BC (28.6%) 13105 

採取者:中 (中層) 2747 ・ 2725 cal BC (13.0%) 

村 2697 ・ 2619 cal BC (52.4%) 

2606 ・ 2600 cal BC (3.2%) 

2592 ・ 2587cal BC (2.7%) 
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14 SF-SH5 木炭 2008/05/01 路頭西壁面 -26.8 4081:t30 2835 ・ 2817 cal BC (15.6%) 13106 

採取者:中 (最下層) 2665 ・ 2644 cal BC (14.9%) 

キナ 2639 ・ 2573 cal BC (67.8%) 

2508 ・ 2506 cal BC (1.7%) 

15 SF-SH6 木炭 2008/05/01 路頭西壁面 -26.3 4001:t30 2567 ・ 2522 cal BC (70.0%) 13379 

採取者:中 (最下層) 2497 ・ 2477 cal BC (30.0%) 

キナ

16 SF-SH7 木炭 2008/05/01 路頭西壁面 -25.6 4067:t35 2833 ・ 2818 cal BC (10.5%) 13108 

採取者:中 (中層) 2662 ・ 2648 cal BC (7.5%) 

村 2635 ・ 2567 cal BC (64.4%) 

2522 ・ 2497 cal BC (17.6%) 

17 SF・SH8 木炭 2008/05/01 路頭カフェ -25.7 4093:t36 2848 ・ 2843 cal BC (1.8%) 13109 

採取者:中 テリア面， 2840 ・ 28日 cal BC (19.2%) 

村 d=300cm 2737 ・ 2733 cal BC (1.8%) 

2692 ・ 2689 cal BC (1.4%) 

2678 ・ 2557 cal BC (75.8%) 

18 SF・SH9 有機質 2008/05/01 路頭プーノレ 試料不足

シルト 採取者:中 面 測定不可

土壌 キナ

19 SF-Fl 木片 2008/05/03 路頭プール -18.6 4083:t30 2835 ・ 2816 cal BC (16.3%) 13104 

採取者:中 面， d=150cm 2666 ・ 2574 cal BC (83.7%) 

キナ

ユーフラテス河流域に所在する最低位段丘堆積物

20 RAQ-S・5・ 1 炭化植 2007/11/11 ユーフラテ -29.5 899:t26 1047 ・ 1088 cal AD (48.6%) 12881 

物 採取者:中 ス川河岸堆 1122 ・ 1139 cal AD (17.0%) 

村・替藤 積物層・第 V 1149 ・ 1181 cal AD (34.4%) 

テラス

21 RAQ-S・5・2 炭化植 2007111/11 ユーフラテ -28.5 949:t27 1029 ・ 1050 cal AD (26.0%) 12883 

物 採取者:中 ス川河岸堆 1083 ・ 1124 cal AD (55.0%) 

村・事事藤 積物層・第 V 1136 ・ 1151 cal AD (19.1 %) 

テラス

22 RAQ-S・5・ 1 炭化植 2007/11/11 ユーフラテ -28.0 927:t25 1043 ・ 1058 cal AD (17.4%) 13541 

2 物 採取者:中 ス川河岸堆 1064 ・ 1103 cal AD (42.4%) 

村・葬藤 積物層・第 V 1118 ・ 1155 calAD (40.2%) 

テラス

23 RAQ胆S・ l ・ 1 土壌有 2007/11/11 ユーフラテ 炭素不足

機物 採取者:中 ス川河岸堆 で測定不

村 積物層・第 V 可

フー フ ス

d=150cm 

24 RAQ-S・ l ・2 土壌有 2007111111 ユーフラテ -24.9 4494:t37 3334 ・ 3263 cal BC (41.2%) 12858 

機物 採取者:中 ス川河岸堆 3244 ・ 3211 cal BC (19.4%) 

キナ 積物層・第 V 3190 ・ 3153 cal BC (20.7%) 

ア フ 3135 ・ 3102 calBC (18.7%) 

ス，d=120cm

25 RAQ-S・ l ・3 土壌有 2007/11/11 ユーフラテ -25.4 3245:t29 1602 ・ 1590 cal BC (8.6%) 12884 

機物 採取者:中 ス川河岸堆 1532 ・ 1491 calBC (67 目9%)

キナ 積物層・第 V 1480 ・ 1456 cal BC (23.5%) 

ア フ

ス，d=50cm
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* Ö13C=[(13C;J 2C)sampl.，!(13C/12C)PDB 一1.0] X 1000 (%0) , 
ここで， PDB は Pee Dee Belemnite の略記で、炭酸カルシウムからなる矢石類の化石であり， 13C/12C 比の標準体とし

て用いられる.このÖ13C 値は， AMS により測定した値であり，測定の精度は，土 1%。である (Nakamuraet al. 2004) 

料 AMS により測定したが3C 値を用いて 14C 濃度を補正して算出された同位体分別補正 14C 年代 (conventional 14C

age) である.

*** IntCalO4 data set(Reimer et al. 2004)および Calib5.0(S旬iver 組d Reimer, 1993)を用いて較正した

4600 

T ell Ghanem al-Ali site 
(seep food factory area) 

4400 1ft-V「
, 
'. 

、・.一i"oo、 ι‘ 
、，.ー

( 

畠 4200
、~

ま三
社
JJ4000 

3800 

3600 
-3200 -3000 -2800 -2600 -2400 -2200 

較正年代 (caIBC)

Square-l , Tell Ghanem al-ALI site 
4600 

弘正、 Charcoal samples from 

-",'-.. 、........ the walls of Squaew-l pit 

, 

'. 

、・、:二.-'"、目品‘ 、

-、

、\，J

4400 

n

u

n

u

 

n

u

n

u

 

勺
ι
n
u

凋
“
，

a
斗

(
仏
国
)
乞
叶υ寸

3800 

3600 
-3200 -3000 -2800 -2600 -2400 -2200 

較正年代 (cal BC) 

図 3 Tell Ghanem al-Ali 遺跡および周辺から採取された木炭片等の試料の 14C 年代とその較

正年代の比較

3-2. 段正堆積物の 14C 年代

段丘堆積物を調査したが 14C 年代測定に使用できる木炭片，有機物試料はほとんど採取

できていない.最低位段丘堆積物から小数の試料を採取したが， Tell Ghanem al-Ali 遺跡の年

代よりも若しい4C 年代 (927~4494BP) がほとんどである(表 1 の資料番号 20-25) .河川の

氾濫による堆積物に加えて風成堆積物の寄与もあり， Tell Ghanem al-Ali 遺跡が乗る段正面の

確認が難しい.この段正面の形成年代を知るためには， Tell Ghanem al-Ali 遺跡を基盤まで掘

り進めることが早道であると本計画研究班員達は考えているところである.
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写真 1 最低位段E面と 14C 年代測定のための採取試料の層準.

左:表 1 の試料番号 20，21 ，22 が写真中央の横筋(ボールペンの直下)の層準から採取された.

右:表 1 の試料番号 23 ，24，25 にあたる.プラスチック袋に採取した土壌試料 3 点の位置が示

される.

4. 今後の調査計画

今後の発掘の進展に応じて， square-1 , -2 のピットのより深い生活層で 14C 年代測定試料を

採取する.また，年代測定結果を踏まえて，さらに段丘面調査，および段丘形成に関する地

質試料の採取を実施する予定である.
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Radi'Ocarbon dating 'Of carb'Onace'Ous materials excavated 企omTell Ghanem al・Ali siteand terrace 

sediments ar'Oundit, Raqqa, Syria 

T'Oshio Nakamura1, Mitsu'O H 'Oshin'02, Tsuy'Oshi Tanaka2，回dek但u Y'Oshida3, TakeshiSait'04, 
K位吐世'0 Tsukada3ラ Yusuke Katsurada5, Y'OshiyukiA'Oki2, Shun Oh'02 and T'Om'Ok'O Oh旬l

1 Center f'Or Chr'On'Ol'Ogical Research, Nag'Oya University 
(corresponding author:e幽mail;nakamura@nendai.nagoya-u.ac.jp， phone:052-789-3082) 

2 GraduateSch'O'Ol 'OfEnvir'Onmental Studies, Nag'Oya University 
3 Nag'Oya University Museum, 
4 Faculty 'OfScience and Techn'Ol'Ogy, Meij'O University 

5 Research Fell'Ow, Nag'Oya Univ町sity

As a part 'Of research pr'Oject 'On “Forma伽1 01 Tribal Communities: Integrated R四earch 加

the Middle Euphrates， 砂ria"， we have c'Onducted a ge'Ol'Ogical and envir'Onmental field s町vey in 血e

Bishri regi'On, s'Outheωt 'Of Raqqa, Syria. The main aim 'Of由is pr'Oject is t'O understand批 hist'Orical

f'Orrnati'On 'Of甘ibal c'Ommunities, by investigating arche'Ol'Ogical sites al'Ong the middle Euphrates, as 
well as ge'Ol'Ogical envir'Onment and arche'Ol'Ogical remains in 由e Bishri regi'Ons. F 'Or 血lSp町pose， we 

have c'Onducted a ge'Ol'Ogical and envir'Onmental s町vey several times, beginning 企om the frrst 

expediti'On 企'Om March 9 t'O 16, 2007, and after, ar'Ound Raqqa, l'Ocated in the middle Euphrates, in 
the n'Orthem pぽt 'Of Syria. In this rep'Ort, we particularly c'Oncentrate 'On chr'On'Ol'Ogical analysis 'Of the 

arche'Ol'Ogical sites there and the f'Orrnati'On peri'Od 'Of the te町aces 'On which 也e sites are l'Ocatedラ by

14C dating withAMS at Nag'Oya University. 

During the tw'O main s町veys (N'Ovember 11 ・20， 2007 and April 28・May 05, 2008), we 

have visited the Tell Ghanem al-Ali site, where extensive arche'Ol'Ogical excavati'Ons have been 
perf'Orrned at tw'O l'Ocati'Ons in the n'Ortheast side 'Of由e Tellラ Square-l (9x9 m2) and Square-2 (3x15 

m2). Wehave detected several 仕agments 'Of p'Ott句T as well as black layers c'Omposed 'Of charred s'Oil 

and charc'Oal fragments. The layers were quite clear and we can believe that these layers have 

resulted 企omhuman activities at 由e site. We have c'Ollected 加旬lly 19 samples such as charc'Oal and 

w'O'Od 企agments 仕'Om a Square-l trench and adja∞nt 'Outcr'Op 旬也e site. We als'O c'Ollected s'Ome 

charc'Oal and 'Organic s'Oil samples t'O investigate the f'Orrnati'On age 'Of the l'Owest terrace 'On which the 

site is situated. 

14C ages おIr 18 samples related wi也 human habitati'On at the site are c'Oncentrated in a 

range 企orn 400l::t30 BP t'O 4114::1:35 BP, and calibrated date fr'Om 2850 t'O 2500 cal BC, f'Or 'One 

slgma err'O工These results are alm'Ost c'Onsistent with an arche'Ol'Ogical view 'On chr'On'Ol'Ogy 'Of early 

bronze-age peri'Od estimated based 'On typ'Ol'Ogi伺1 analysis. 14C ages f'Or samples c'Ollected 企'Om 由c
sediments that f'Orrned the l'Owest te町ace ranged fr'Om 927::1:25 t'O 4494::1:37 BP. These ages 訂C

inf'Orrnati'Onal t'O estimate the f'Orrnati'On peri'Od 'Of the l'Owest teηaceヲ but d'O n'Ot perfectly suggest 由e

f'Orrnati'On age 'Ofthe base sediment 'On which the Tell is l'Ocated. In c'Onclusi'On, it is str'Ongly required 

t'O excavate the Tell d'Own t'O the basement and get a suitable sample f'Or 14C da也事・




